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拝啓 

 

すべての国民は、良質で手の届く費用での医療サービスを受ける権利があると我々は確信しています。そして

我が国の医療制度改革に対する大統領の力強い姿勢を心より歓迎いたします。医療業界のリーダーである

我々が大統領と共に医療制度改革に取り組むことは、時代の要請であり、また国民からの期待でもあります。 

 

官民を合わせた米国の医療関連支出の増加は、今後 10 年間を通じて平均年率 6.2%に達すると政府の保険計

理士は推定しています。そうであれば、GDP のうち医療支出が占める割合は、今年の 17.6%から 2018 年には

世界のどの国をも上回る 20.3%に拡大するということになります。 

 

我々は、すべての国民へ良質かつ手の届く費用の医療保険と医療サービスを提供するため、互いに協力するこ

とを決意しました。しかしながら、医療改革にあたっては、生活の質の向上や人々の健康改善、そして費用増加

の抑制が重要です。我々は、費用増大を抑制し、それを維持するためには、国民全体の健康を改善し、質を継

続的に向上し、治療自体、治療の手段、および科学の進歩を促進し、運営を合理化し、またエビデンスとベスト

プラクティスに基づく効率的な治療提供を推進することが必要であると確信しています。 

 

これらすべての目標を達成するため、医師、病院、他の医療従事者、支払者、サプライヤー、メーカー、および

労働組合からなる我々民間部門の関係者は、かつてない取り組みとして、医療制度改革に向けた具体的なイニ

シアティブをとることを決定いたしました。今後 10 年間に改革を実施し、国民全体の健康を改善していく中で、

我々は年間の医療支出増加率を 1.5％抑制し、2 兆ドル以上の費用を削減するという貴政権の目標を達成する

ために自らの役割を果たします。目標とする数字は、予想されている増加率を 20%以上抑制することを意味しま

す。我々は、この取り組みが大きな成功を収め得るものであり、またすべての国民が分かち合うことのできる改

革目標を米国が達成することを支えるものでもあると確信しています。 

 

我々はこの課題に応えるため、医療制度のすべての分野にわたる変化を通じ、将来の医療と保険に関わる支

出の増加率を抑制するための提案書を作成しています。我々は公共と民間との間の連携を通じ以下の行動を

実施することによって、何十億ドルもの医療費を節減し、より安定かつ持続可能な医療制度の確立に取り組んで

いく覚悟です。 

 

• 効率的に機能する市場を実現すべく、医療制度の全分野にわたり、運営の簡素化、標準化、および可視化

を中心とした提案の導入 



2 

• 医師、病院、およびその他の医療従事者が最高水準の質と効率性の実現に向け、共に取り組み、実施でき

るよう、医療業界全体において従事者間の質と効率性に対する動機付けを一致させ、医療サービスの過大

または過小利用の削減 

 

• 公共と民間の両方における組織だった医療、入院期間を短縮すると共に慢性疾患治療の効率と有効性を

高める、エビデンスに基づくベストプラクティスと治療の遵守、また臨床的に立証された予防手段を導入する

ことを推進 

 

• 各分野での主なコスト要因に対処し、また医療提供モデル、医療 IT、人員展開と人材開発、および規制改

革などの良識ある改善を通じ、医療事業の運営コストを削減 

 

これらをはじめとする改革を通じ、我々の医療制度はより強力かつ持続可能なものとなります。しかし、医療費を

押し上げている要因への対処は、医療を提供する側の取り組みだけでは対応できないものが数多く存在します。

本来かかる必要のない疾患や医療費増大につながる慢性疾患や不健康な状態の蔓延を抑制するため、国全

体として健康増進と疾患予防に取り組むことによって何十億ドルもの節約がもたらされます。改革には特に肥満

防止を対象とした、この問題が持つ規模に応じた水準の取り組みを含める必要があります。このような取り組み

は米国の医療を変革し、医療支出増大の率を抑制するという我々の目標を達成するうえで極めて重要な役割を

担うものです。 

 

関係者の代表として、我々は、医療が患者にとってより手の届く、また効果的なものとなるよう、改革を現実のも

のとするために自らの役割を果たすことを約束します。この目標を達成するため我々は閣下と協力するため準

備は整っています。 
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